
金津本陣 IK
OSSA に

歴史を学び
にいこっさ

！ 郷土歴史資料館 だより郷土歴史資料館 だより

　現在開催中の秋季企画展の展示資料をご紹介します。
　昔、芦原温泉街に噴水があったのはご存じですか？写真の
場所は、今の湯～わくDoriの入口で、「だるまや」の隣の辺
りです。もともと水の確保に苦しんでいた温泉街では、紆

う
余
よ

曲折がありながらも、昭和初期に上水道を整備しました。そ
の時の記念として作られたのがこの噴水です。鶴が上に水を
噴き上げている様はいかにも楽しく、地元の人たちだけでは
なく温泉街を訪れた人も楽しませていたことでしょう。しか
し、残念ながら大火後の区画整理で噴水は取り壊され、この
鶴だけが田中温泉区で大事に保管されています。
　昔のあわら温泉を振り返ることができる
秋季企画展は11月25日までの開催です。

開館時間  9 時 30 分 ～ 18 時（最終入館 17 時 30 分）
問合せ　☎ 73-5158　　  73-1038　　　maibun@city.awara.lg.jpFAX

秋季企画展　展示品紹介２

郷土歴史資料館（金津本陣 IKOSSA ２階）
休館日　月曜日・第四木曜日（祝日の場合はその翌日）

▲昭和時代前期に温泉街にあった噴水
　（画像提供：福井県立歴史博物館） ★
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第 22 回 県指定文化財　椚
くぬぎ
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こ
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ふ ん

（石室）
コラム　あわら市の文化財・史跡探訪

　椚古墳は、あわら市椚の八幡神社境内にあり、最大で
径約 30 ｍ、高さ約５ｍを測る円墳で、切石積みの横穴
式の石室をもっています。
　石室は全長 5.54 ｍあり、羨

せん
道
どう
（通路）、玄

げん
門
もん
（玄室へ

の入口）、玄
げん
室
しつ
（棺を納める室）からなっています。

　玄室は、奥行 3.17 ｍ、幅 1.46 ｍで、高さは 1.83 ｍ
あります。天井と奥壁は凝灰岩の一枚岩で構築された古
墳時代後期の発達した構造から、７世紀代に造られたも
のと思われます。
　また、奥壁には梵

ぼん
字
じ
で阿弥陀仏の曼

まん
荼
だ
羅
ら
と五輪塔が刻

まれ、その様式から中世以降のものと思われます。
　あわら市内で最も良い状態で残されている古墳ですの
で、皆さんも足を運ばれ
てはいかがでしょうか。

椚古墳（石室）▶
（県指定文化財・史跡）
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「社会を明るくする運動」ポスター　最優秀賞作品

髙橋 彩未 さん作 笠原 美怜 さん作高橋 咲音 さん作 長谷川 瑞妃 さん作 木下 紗希 さん作高橋 彩華 さん作 波賀野 心愛 さん作

防犯ポスター　最優秀賞作品

　11 月３日（土）、あわら市役所で平成 30 年度あわら市表彰・教育委員会表
彰を行いました。表彰を受けられたのは次の皆さんです。おめでとうございます。
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子育て支援課からのお知らせ

11 月は児童虐待防止推進月間

　児童虐待に関する事件を未然に防ぐ
ため、「児童相談 24 時間ダイヤル」が
運用されています。
　子どもがいつも泣いている、外に出
されているなど「おかしい」と感じた
ら、迷わずに連絡してください。子ど
もは虐待をされても、周りになかなか
訴えることができません。あなたが気
づいて行動することが、子どもの命を
救います。虐待を受けている子どもだ
けでなく、虐待をしてしまっている保
護者への支援にもつながります。連絡
した人の秘密は守られます。
連絡先　子育て支援課

☎ 73-8021
福井県総合福祉相談所
児童相談 24 時間ダイヤル
☎ 24-3654

交通災害などによる
遺児の就学支度金について

　父、母または未成年後見人を次の災
害で失った児童が、平成 31 年４月に
小学校・中学校にそれぞれ就学する際
に、県から支度金が支給されます。支
給を希望する人は、ご相談ください。
　なお、高校入学も支度金支給の対象
になりますが、申し込みは入学後にな
ります。
災　害　交通災害、労働災害、地震・

水害などの天災、病死、そ
の他知事が認めた災害

対　象　・生活保護世帯
・市民税の均等割のみ課税

世帯
・市民税の非課税世帯

申込み　【期限】１月８日（火）
子育て支援課
☎ 73-8021

「家族の日」「家族の週間」について

　11 月の第３日曜日は「家族の日」、11 月 11
日（日）～ 24 日（土）は「家族の週間」です。
子育てを家族や地域で支えることの大切さを見
つめ直してみませんか。
　また、毎月第３日曜日は、家庭の日「家族ふ
れあいデー」です。家族そろって出かける、家
族そろって食事する、家族そろって笑うなど、
家族と過ごす時間を大切にする日です。家庭の
日には、次の施設が無料開放しています。家族
で良い１日をお過ごしください。
無料開放施設　

県立恐竜博物館、県立歴史博物館、県立
美術館、県立若狭歴史博物館、県立一乗
谷朝倉氏遺跡資料館、県陶芸館、福井運
動公園水泳場

　家庭の日の翌日は、県内全ての公立小・中・
高校の放課後活動定休日です。家族で過ごすた
めに、皆さんできるだけ早く家に帰りましょう。
問合せ　子育て支援課　☎ 73-8021
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